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５
合
Ｋ
で
毛
ろ
つヽ
報
聾
野
躍
器

教
重
行
に
新
し
い
会
来
が
で

き
ま
し
た
。
人
数
ω
”
い
順
に
、

Ｌ
せ
＝
至
碑
ク
ラ
フ
（
Ｒ
人
）
ｔ
は
朝

労
議
長
ａ
（
３
人
）
、
日
本
書

荏
党
油
諄
山
市
奮
議
虜
口
（
ら

人
Ｙ

銭
澤
２
ス
７
（
４
人
）、

維
新
①
党
轟
”興
田
（
２
人
）
の

５
公
来
て
す
。
議
会
運
営
委
員

会
４
管
Ж
奮
Ъ
会
の
定
数
と

各
会
系
の
『
り
当
て
ム
糧
、
議

市
線
Ｉ
室
い
劉
り
管
た

で

も
来
ま
り
ま
し
た
。
５
日
臨
蒔

義
含
伊
洲
ａ
（
米
）
と
６
島
ノ

日
（
日
）
に
開
，
ネ
を
う
。

５
日
ｒ
日
（
Ｃ
）
瀾
滞
山
、載

凸
の
■
広
場
で
県
中
央
メ
上
、、ア

ー
が
閣
が
燃
十
し
た
。
今
年
は

４
こ
ま
す
ン
ト
イ
ヽ
今
マ
ン
を

事
業
し
ケ
フ
エ
本
め
て
い
た
も

の
の
、
何
ｔ
杵
６
伊
ｔ
業
め
た

の
は
、
当
日
新
の
新
闇
醍
彗
中

で
帰
ぅ
て
か
ら
作
ソ
出
し
た
の

ホ
議
団
替
室
　
わ

It°ソコン
ぬ手991昴に

西■線 し`,たん1ま寺すと

何
口
か
繰
週
■

8tr,"82,,*.t.

IF纂毒雨輛蘇弱蔵
~ホ
p、ポ練、輝a

り
一）
０
０
口
陽
Ｈ
ａ

毒
織
不
喜
‥
轟
”

蘇窄

口
日
出

作
′
無
由
っ耗
雲
鶴

で
、
コ
ヽ
ニ
ア
ス
ト
〓
品
に
は
間

車
い
す
裁
判
・序
栽
翼

橋
本
市
の
上
田
新
さ
ん
（

響
３
か
　
橋
本
市
に
電
動

車
い
す
の
支
総
ｔ
求
め
３
訴

訟
を
起
こ
し
て
２
年
８
ヶ
口
、

去
３
５
月
８
日
、
大
強
高
等

裁
判
■
■
種
訴
審
の
抑
汰
．

「
原
告
の
仲
爵
砲
棄
却
寸

３
」
こ
の
一言
そ
弓
セ
止
郡

響
長
は
足
早
に
荘
廷
ｇ
表
り

ま
レ
た
。
詰
め
，
け
た
大
学

の
膀
鑢
人
は
よ
、
け
に
驚
ら

ス
た
慕
切
れ
で
し
た
。
今
回
、

判
速
制
に
両
着
和
害
玉
動
刊

長
伊
提
案
し
ま
し
た
い
、
橋

本
希
側
は
和
解
軍
ｔ
出
さ
ず

判
球
ｔ
理
え
ら
こ
と
に
た
り

春
し
た
。
一
里
は
車
い
す
の

Ｅ
δ
レ‐
ま
せ
ん
で
し
た
。
て
来

で
菜
年
は
‐
同
ピ
ぢ
導
で
鷹
っ

て
出
品
す
ろ
っ
ｔ
り
で
す
。

・
．
・
．
・

・
．
・
．
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．
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．
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．

・
．
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・
．
¨
一
一

く
障
害
者
権
利
条
約
で
ｔヽ、
Ｄ
一

自
立
実
現
鹿
讐
こ
の
ξ
Ｉ

実
現
の
た
め
の
神
で
つヽ
具
支
一

絵
」
の
観
占
一は
認
●
っ
ス
ょ

せ
た
で
し
た
。
権
利
条
約
ｔ

裁
判
所
に
認
軸
さ
せ
て
い
く

ま
で

あ
き
ち
あ
守
海
気
ふ
一

く
進
ｔ
う
こ
一
同
て
協
ま
し

あ
っ
た
の
で
す
。

ゎ1ヒウごん

ち溜
り
ま
選
繊
初
の
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「大
阪
郡
構
褪
」
柱
民
投
置
島
膳
先
其
を
党
の
扇
汁
き

ス
タ
ー
が
あ

ふ
れ
３

一
ち

，
維
新
倒
Ｑ
曽
一伝

ｔ
盛
大

で
す
。
大

阪
常

に
以
皮

ギ
や
人
の
い
３
方
は
、
ぜ

ひ
反

対
を
呼
が

か

‐す

て
く
な
さ
い
。

Ｓ
用
９
、
‐θ
０
２
日
間

、
壮

え

一
区

へ
郷
遊
堤
に
反
対
の
准
氏

投
７
支
援

に
行
き
ま
ン
に
。
ビ

やつばりよう分からん

住
民
投
票
で
は
賛
成
が
１
票
で
も
多
け
れ
ば
、
２
０
１
７
年
４
月
に

大
阪
市
は
廃
止
さ
れ
、
５
つ
の
特
別
区
に
分
割
さ
れ
ま
す
。
元
に
戻
す

ラ
名

費
り
行
が
ら
ハ
シ
ド
マ
イ

ク
で

▼
対
稽
呼
び
か
け
ま

し
た
。

町
中

に
自

民

、
は
明
・、
民
主
ビ

法
律
が
な
い
の
で
、
「
よ
う
分
ら
ん
「
決
め
る
の
は
ま
だ
早
い
」
と
い

う
方
は
反
対
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

〓
ん
日
本
共
産

「
戦
争
立
送

」
制
定
阻
止

ｔ

自
時

、
な
明
両
党

は
日
日
．

日
会
内

で

「
戦
争
士
瑳

」
に

関
す
Ь
与
党
椰
善
宏
ｔ
印
こ

全
集
丈

に
つ
い
て
ｏ
駆
簑
口
海

し
ま

し
た

。

「
戦
争
主
義

じ
噛
皇
〓
集

は
、
既
お
ひ
嘉
朴
そ
兵
表
制
と

市
華
二
制
の
導
Ю
本
ｔ
ま
ど
あ

７
誡
た
す
〓
一括
班
「
平
秒
守

全
云
製
鳩
妻
」
と
、
自
告
称

ｔ
い
つ
て
ｔ
ｒ
を
ｔ
虐
口
卑

恥
面
支
場
に
進
壬
曇
鼻
塾

「
口
酪
平
黎
ｘ
揺
難
」
（
資
兵

恒
叉
払
）
の
ｚ
本
で
構
取
。
来

軍
と
の
「
卸
れ
３
の
行
い
レ戦

争
稽
静
ｔ
継
築
す
３
た
め
，
解

歓
改
缶
・壺
繁
夢
馬
に
ょ
っ
て

過
去
日取應
ハ
鳥
お
ｑ
簾
溝
壌

ｔ
毅
シ
ｔ
の
で
す
。

を
廃
音
栂
は
た
の
米
口
誇

間
で
Ｆ
警
丁
士
琺
」
の
Ｐ
手

で
の
成
立
ｔ
貧
約
し
ま
し
た
。

［冥
写
た
”
は

戦
審
”
年

の
日
本
の
歩
′不
各
勝
掛
に
じ

ろ
「
戦
争
立
雲
」
Ｆ
対
の
一

点
で
曰
鴫
“
★
ｎ
ｔ
た
げ
に

Ａ
げ

申
鳥
略
経
の
た
～
ら

み
２
阻
上
し
ま
す
。

高宮信一

主
響
尋
採
用
試
験

受
験
室
内

０
試
錬
に
関
す
る
パ
間
レ‐
合
わ
せ
は
，

胸
静
山
市
人
事
番
羮
Ｒ
事
球
漏
　
４
３
５
‐
１
３
７
′

（
七
参
丁
１７
番
地
・
朝
色
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
爾
）
ま
で
。

目
□
単
姜
ふ
り
Ｑ
壺
悠
家
曇

私
、
ひ
あ
Ｆ
鰺
舞
年

に
生
ま

れ
、
■
年
に
一〔
織
ｔ
事
業
す
ろ

ま

で
蘊
島
市

で
走
ん
で
い
ま

し

た

。
，
月

３
日

（
日
）
に
響

昂

心
単
十
炉
様

の
ク
ラ
ス
会
だ
開
か

水
宙
庶
一。
な
基
本
鯰
４２
年
経
ち
登

暗
ｔ

蜜
え
た

同
窓
生
達

ど
２
時

間

ほ
ど
会
Ｑ
８
す
ｇ

う
ち
震

久

て

レヽ
た

鳴

ぼ

ゲ

ッ
と
短

町

さ
糸
よ

し
た
。
私
は
、
鳶
俸
蒔

だ
の
こ
と
ｔ
色
命
自
身
ザ
肩
ｔ

覚
ぇ
て
い
格
い
■
と
に
ビ

〕
■

り
。
ま
ん
な

Ｊ
と
挙
こ
ん
な

こ

こ
ｔ

し
て
私
と

一
緒

に
遊
ん
な

Ｚ
甲
，
日
経
生

の
話
を

い
う
い

５
聞

く
ば
，
り
で
し
た
」．

き去'馬里睡令
繰甲筆
た亀

行

政

欝
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